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◆ 3月といえば，我が国では年度の締めくくり，学業
では卒業の月でもあります．これまでを総括すると同
時に，悲喜こもごもの年月を仲間と語り合って別れを
惜しむ光景が目に浮かびます．地質調査総合センタ
ーの編集による本誌も，今月号をもって発行終了とな
りますが，卒業や別れの言葉とダブり，編集活動の終
了を惜しまずにはいられません．とはいえ，今月号で
一区切りです．今月号は掲載が最後となった一般記
事8編による構成となっており，いずれも読み応えの
ある興味深い記事が満載です．
◆ 本誌は，戦後の混乱から抜け出て本格的復興にさ
しかかった1953年に，当時の地質調査所の活動を広
く一般に公開し，我が国の産業経済復興の一助とな
すべく第1号が発行されました．当所のアウトリーチ
の一つとして，実際の活動状況をお知らせして皆様に
認識を深めてご協力を得ることを目的としていまし
た．当初は僅か8ページの編集で隔月発行でしたが，
特集号の発行で月刊に近い発行間隔となり，その後
ページ数も増えていき，数年後には月刊の発行となり
ました．1961年10月号からは実業公報社のご協力の
下に，広く内外の記事を収録して地学愛好家の読者
の良き伴侶となるべく，地学専門の一般誌としての発
展を目指してきました．半世紀以上の長きにわたった
当センターによる編集が，読者の皆様のご期待に十分
に添えていたのか一抹の不安もございますが，皆様
の温かいご支援を頂きながら現在まで継続できまし
たことに深く感謝申し上げます．
◆ さて，今月号では地調OBの山田氏が大日本帝国
予察地質図シリーズの4回目になる，中国・四国地方
の「西部地質図」の紹介をして下さっています．続く

磯部氏もOBの一人で，伊豆諸島の御蔵島に関する
地質・地形等の情報を紹介して下さいました．情報
の少ない昔や地域の話題に，興味が湧いてきます．
◆ 杉原氏は，重力計を用いた興味深い測定結果を
紹介しながら，孔内計測結果の意味するところやその
シミュレーション研究例を分かり易く提示しています．
続いて同氏は二酸化炭素の地中貯留に関連した海底
重力計の話題として，2箇所で見聞した装置の模様や
展望を紹介しています．一つの装置で話題が広がり
ます．また，昨年組まれたリチウム資源の特集号の補
足として，化学的な側面から見たリチウムの特性を金
井が紹介させていただきました．
◆ 高橋氏による海外の地質情報の話題紹介は，今回
は2010年夏の話題です．デジタル化が地質調査現場
にまで浸透してきたとはビックリで，他の記事も興味
深い話題で視野が広がります．また，長森・玉生両氏
は，小学校の理科授業で化石を教材として楽しい授
業にした例を紹介して下さいました．最後の国分氏に
よる「大地の友，ゲーテ」では，ゲーテの地質学的調
査活動・認識の5本柱が紹介されており，ゲーテに対
する認識も新たになることでしょう．
◆ 最近巷で謎かけが流行しています．「地質ニュー
ス」とかけて「テーラー仕立ての紳士服」と解く，その
心は「どちらも記事（生地）がよい」．または「木目調の
調度品」と解く，その心は「どちらも記事（木地）を楽
しむ」．お粗末でした．それでは，皆様とはしばしの
お別れです．長い間のご愛読，有り難うございまし
た．別れは次への飛躍，新しいステップへの始まりで
す．今後の実業公報社や，当センターの新しい広報
誌に皆様ご期待ください． （金井　豊）




